
臻
摂
合
転
舌
歯
音
字
の
仮
名
遣
に
つ
い
て

沼

本

克

明

1
9

一
序

療
撰
者
転
所
属
由
歯
音
宇
及
び
舌
音
字
、
例
え
ば
春
、
屯
、
苛
甲
表
記
に
古

く
「
ス
ヰ
ソ
」
　
「
シ
ヰ
ソ
」
　
「
ツ
ヰ
ソ
」
　
「
チ
ヰ
ソ
」
軍
の
表
記
が
見
ら
れ
る

串
は
既
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
．
只
仮
名
地
上
か
ら
は
．
こ

れ
等
の
表
記
は
無
理
に
合
口
表
記
し
た
も
の
．
或
い
は
、
当
時
一
．
般
甲
表
記
で

は
な
く
、
学
者
の
訓
屯
で
あ
り
、
従
っ
て
本
邦
の
音
韻
上
に
性
合
抽
出
増
」
し
て

l

は
力
行
合
拗
音
の
み
L
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
も
説
か
れ
る
の
で
轟
も

確
か
に
、
洪
字
音
と
い
う
も
の
が
粗
密
的
に
は
外
来
語
昔
で
あ
る
以
上
、
日

本
語
音
韻
体
系
へ
の
消
化
過
程
に
、
理
論
的
な
音
形
や
理
論
的
な
表
記
形
が
当

時
の
学
者
の
世
界
に
の
み
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
有
り
得
る
で
島
名

昌
ノ
0

然
し
乍
ら
、
今
、
ス
ヰ
ソ
・
ツ
ヰ
ソ
等
の
表
記
の
見
ら
れ
る
字
の
中
国
原
音

t

．

．

′

一

〇
－

中
音
価
を
カ
ー
ル
ダ
レ
ン
氏
の
推
定
昔
で
示
せ
ば
〔
i
u
許
叫
（
入
声
は
ま
T
F
昌
）

で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
原
音
の
側
か
ら
ほ
「
ス
ヰ
ソ
」
　
「
ス
ヰ
ツ
」
等
が
無
理

に
合
拗
音
化
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
は
妥
当
な
見
方
で
は
な
い
様
に
思
わ
れ

る
。
本
項
で
は
、
こ
の
樺
な
疑
問
か
ら
出
発
し
、
再
度
．
本
邦
字
音
史
上
に
放

る
「
－
ヰ
ソ
」
　
「
－
ヰ
ツ
」
型
表
記
を
取
る
サ
行
・
歩
行
合
拗
音
の
位
置
を
考

え
、
併
せ
て
一
体
字
音
の
歴
史
的
仮
名
迫
は
い
か
に
把
担
す
べ
き
か
、
甘
っ
い

て
考
え
て
み
ょ
う
と
思
う
。

二
　
悉
盈
学
者
明
覚
の
観
察

当
面
問
題
と
な
る
の
は
切
親
親
日
で
言
え
ば
詳
〔
上
去
声
を
含
む
〕
韻
及
び

新
報
甲
歯
音
宇
丑
び
舌
音
字
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
字
の
仮
名
迫
を
江
戸

時
代
の
語
学
者
は
ど
の
様
な
も
中
と
し
て
定
め
て
い
た
か
を
見
る
と
∴
竺
瞥
且

長
「
字
音
仮
名
用
格
」
　
〔
安
永
五
年
刊
至
で
は
、
「
意
中
む
⊥
　
「
ぢ
ゆ
む
」

「
意
中
つ
」
　
「
ぢ
ゆ
つ
」
．
申
下
忙
全
て
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
白
井
兜
嘩
「
音

韻
但
宇
用
例
固
」
．
芳
延
元
年
刊
本
〕
で
ヰ
ほ
ぼ
こ
丸
と
同
じ
く
「
羞
ゆ
ん
」

「
ぢ
申
ん
」
　
「
意
中
つ
十
「
ぢ
ゆ
つ
」
一
の
下
忙
全
て
が
収
埴
ら
れ
て
い
る
か

も
．
未
旨
江
戸
時
代
で
は
∴
」
九
等
を
聞
紺
青
と
認
め
て
い
忠
と
考
え
ら
れ

る
。た
だ
、
太
田
方
全
話
中
「
漢
呉
昔
圏
」
で
は
、
電
鈴
園
止
の
挟
む
字
町
は
骨

相
昔
も
認
め
て
い
る
。

捧
呈
ミ
屯
呈
が
〔
以
上
青
書

停
〔
屏
〕
A
ヰ
算
、
串
凰
ヰ
γ
、
．
出
ス
ヰ
P
 
n
以
上
歯
音
〕

号
の
地
中
当
薗
窪
宇
虹
は
全
て
、
漢
音
と
し
て
「
ツ
ヱ
　
「
チ
ユ
ヱ
　
「
ス

トヱ
　
「
シ
ユ
ヱ
、
呉
音
と
し
て
「
㌣
こ
　
「
千
号
l
L
　
「
ソ
ニ
」
　
「
ス
こ
」

「
ス
チ
」
の
仮
名
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
何
故
先
述
の
五
字
に
の
み
合
拗

音
を
認
め
た
町
か
詳
ら
か
忙
し
な
い
が
、
恐
ら
く
何
ら
か
の
古
宙
の
巽
際
甲
表

記
形
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
．
こ
の
合
拗
音
形
は
、
漢
音
で
も

異
音
で
も
髄
い
も
中
と
し
て
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

嘗
す
れ
ば
江
戸
時
代
の
昔
胡
学
者
は
．
当
商
事
の
仮
名
地
を
、
漢
音
、
呉
音

畢
酷
閲
拗
音
と
認
め
て
い
た
串
拡
な
る
。
こ
の
江
戸
時
代
の
考
え
方
に
根
拠
を
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